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議 事 概 要 書 

会議名称 令和６年度 第２回社会教育委員会議（臨時会） 

日  時 令和６年８月２０日（火）会議：午後１時００分～午後２時００分 

視察：午後２時００分～午後５時００分 

場  所 会議：伊那市役所 ５０１会議室 ／ 視察：高遠町地区(２ヶ所) 

出 席 者  伊那市社会教育委員：委員10名 

事務局：教育長、教育次長、生涯学習課長、生涯学習係長、事務局 

議  題 下記のとおり 

議 事 内 容 

１ 開会（教育次長） 

 

２ あいさつ 

教育長：暑い日が続く中、社会教育委員の皆様にはご自身の足で歩かれ、取り組みを重ね、そ

れぞれの任についていただいています。市報いなの視察レポート『社会教育委員が行く』

は、市民の皆さんに社会教育委員の取り組みを知っていただくということ、多くのイベ

ントを知っていただくという意味で大事に思っている。本日は、第２次生涯学習基本構

想の本年度の事業計画に係わる内容についてご意見をいただく会を持たせていただい

た。進行・管理的な意味合いもあり、お気づきの点など積極的なご意見をご発言いただ

きたい。 

会長：私の子どものころは、お盆が過ぎると赤とんぼが飛び交い、秋風が吹き運動会の練習が

始まった。その運動会も熱中症対策等を含め春に実施する学校が増えた。季節感が変わ

り行事も変わってきたと思う。今日の会議では、第２次生涯学習基本構想の目標設定に

ついて、イベント参加報告などになりますので、新しく委員になった皆様には率直な思

いを述べていただきたい。 

     会議終了後には、『我がまちのいいとこ10選』を視察して、伊那市の魅力的なところの再

発見・再認識として市民の方々に発信して行けたらと思う。 

 

３ 会議事項（進行：会長） 

（１）第２次伊那市生涯学習基本構想の目標設定について（係長） 

  ＜質疑・意見等＞ 

委員：最初に委員になったときにこの計画を見た際、驚いた冊子ではあった。生涯学習課を甘

く見ており、いろいろな立場を取り仕切っているのが伺える。 

委員：まほらいな市民大学の今年度の状況、現在何人くらい申し込みがあるかお聞きしたい。 

事務局：今年度は今のところ10名程度。例年どおりの駆け込み需要を見込んでいるが、それでも

少なく感じる。市報や各施設などにチラシを置いて周知を図っているが、知らないとい

う人も多くいると思うので、いろいろな方へ声を掛けさせていただいている。 

委員：困った事案になるが、青少年係のあいさつ運動について、ある地域で子どもたちが挨拶
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をしていたら、地域の方から「うるさい」と怒られ、子どもがその道を通ることに「嫌だ

怖い」となってしまったという相談を受けた。民生委員を通じ地域の方の情報を集め、

対応してもらえるように話をしたことがある。子どもたちが積極的に挨拶をすることは

非常に良いと思うが、そうした事案があるということも報告しておきたい。 

委員：今の事案から、いろいろなことで悩むことが多い。社会教育とは何か、育成会などで子

どもたちとあいさつはするが、お年寄りの教育はどうしたものかと考える。日本国憲法

の中では基本的人権の尊重とか、私有財産制度とかいろいろ認められている。しかし、

道路工事でお金が絡む土地を譲らずに２年も工事を中断させたり、地区で道路の舗装工

事をする際に空いている土地へ工事車両を停めるにも、お金を払うなら貸してもいいな

どというお年寄りもいる。『公共福祉のため、みんなのために自分を犠牲にしてもいい』

というのが基本だと考える。 

８月１８日に、高遠歴史博物館で軍事郵便は語るという戦争の話を上田市の桂木惠さ

んという方がしてくれた。非常にいい話で参加している人はお年寄りが多かった。若い

人は戦争に対して全然関心もなく、軍事郵便一つで戦争に行って殺されてしまったとい

う話をお聞きして、こういう話はいけないよというのは高齢者ばかりだった。戦争につ

いて関心を持つのはお年寄りばかりで若い人の参加を求めるが、社会教育に関しては、

健康増進のために麻雀等をやる高齢者教室もいいが、そういうことではなくて自分勝手

なお年寄りが平気でそんなことを言えるという地盤があってはいけないと考える。そん

なことを言ったらまずいと周りも言うし、本人もそれに気が付けるような社会教育を築

いていくことも我々の使命かと考えている。 

委員：社会教育は何ぞやというテーマが大きくなったが、考えていけたらと思う。 

委員：高遠町の進徳館夏の学校では、公民館長が子どもたち６０人くらいを相手に論語の素

読をやった。みんなわからないなりにもやっていた。これは江戸時代の高遠藩の藩校で

やっていたことを今やっている。この子どもたちが都会の大学に行ったときに、自分た

ちの町ではこんなことをやっていたと、古い藩は、かやぶき屋根の藩校の下で、公民館

長が素読で論語の素読をやったのを良いなと感じてほしい。そうした意味では、卒業し

た中学生や高校生が一緒にやっているという非常にいいイベントと感じる。 

 

（２）令和６年度社会教育委員の実践活動について 

・イベント等参加報告、地域の話題（各委員から報告） 

 ・第４６回高遠町桜大学第１講座 土津神社氏子が語る 名君・保科正之公 

 ・第５７回高烏谷山区民ハイキング 

 ・第１４回歴博カフェ 

 ・西春近北小学校 権現山登山 

 

（３）その他 

   ・今後の社会教育委員の行事日程について 

   ・地域連携・協働フォーラムについて（8月29日 木曜日） 
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   ・長野県社会教育研究大会について（9月11日 水曜日） 

   ・上伊那社会教育関係者懇談会（11月22日 金曜日） 

 

４ その他 

  ・次回の会議予定について（第３回社会教育委員会議 １１月２７日（水）） 

 

５ 閉会（副会長） 

 

６ 「社会教育委員発！我がまちのいいとこ１０選」研修視察 

・視察先 高遠町地区  進徳の杜 

     高遠町地区  五郎姫神社、大中屋墓所 

 


